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１　底本は、The Works of the late John Gregory,	M.	D.	４	Volumes（1788年）.	中のVolume	３:	Lectures on the 
Duties and Qualifications of a Physician（1770年,	pp.117-172.）である。本文確認のために、次の文献も参照
した。Laurence	B.	McCullough（ed.）,		John Gregory’s Writings on Medical Ethics and Philosophy of Medicine,	
Kluwer	Academic	Publishers,	Dordrecht,	1998.　底本とMcCulloughの本文との相違については、重大だと思
えるもの以外はいちいち指摘しない。短い補足は［　］に入れて補った。原注は、*をつけて本文内に組み込
んだ。言うまでもないが原文の英語の綴り（そもそも綴りそのものが不安定だった）は古い形で、当然英国
式である。つまり、economyはoeconomy、honorableはhonourableといった具合である。医学の進歩や時代
の変化のことを考えれば当然であるが、現在では使われない単語あるいは現在と違った意味でつかわれる単
語も散見される。例えば、physicやhumoursやcandourなど。またpracticeやdiseaseなどは文脈に合わせて訳
すしかなかった。Professionやfacultyともなればもはやお手上げである。両者の持つ奥深く多様な含みを訳
す言葉は日本語にはないからである。最後に医師という訳語について注意を促しておきたい。厳密に言えば、
physicianはsurgeon（外科医）と区別されるべき存在である。したがって、前者は現在で言われるところの
内科医のことだと考えられるべき一面も持っているが、歴史的に見れば、人間という自然から自然全体を見
る自然哲学者という役割も担っていたことを思い出す必要があるだろう。Physician、physicという言葉その
ものにそのことが表れている。このことを考える上で、アイザック・ニュートンの1687年に出版された画期
的な書『プリンキピア』のフルタイトルが『自然哲学の数学的原理』と題されていたこと、また近代哲学の
祖と言われるルネ・デカルトの1644年に出版された主著の一つ『哲学原理』の内容は宇宙論そのものであっ
たことを思い出すことも参考になるだろう。
２　この大学とは英国スコットランドのエディンバラ大学のことである。
３　Dr.	HalesはStephen	Hales（1677-1761）のことで、植物学者、生理学者、化学者。主に動物、植物の血液、
樹液の生理作用に注目し、機械論的・定量的な研究を進めた。Vegetable	Staticks	［Staticsの古い形］（1727）。
当時多くの紳士たちが農業に関心を示し、植物学関連の書物をよく読んだ。CornaroはLuigi	Cornaro（1475-
1566）のことで、イタリアの建築家。40歳の時、不節制により健康を害していることを痛感し、以後厳密な
食事制限を実行して長寿を全うし、83歳で有名な養生の書を記した。Discorsi	della	Vita	Sobriaがその著作
の題。Mr.Boyleは言うまでもなく、Robert	Boyle（1627-1691）のことで、英国の自然哲学者、化学者、物理
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学者で、近代化学の祖と言われる人。
４　Chymistはchimistとも綴られたchemistの古い形。英国では薬剤師をも意味した。
５　その術（art）と訳した原文には底本及びMcCulloughの本文にも定冠詞theはないが、誤植と解し定冠詞があ
るものとしてこのように訳した。この時代誰もが薬局へ行き、現在の私たちがドラッグストアで薬を買うよ
うにお金さえあれば薬を自由に買うことができたことを頭に入れておかなければならない。本文で使用され
る偽医師（quack）という言葉は、正規に医学を勉強した、もしくは徒弟制度の中で修行し医師となった人々
からの蔑称に過ぎないことも頭に入れておく必要があるだろう。彼ら自身は当然自分たちのことを偽医師だ
とは思っていなかったはずだからである。そもそもどこで医師と偽医師を分けるかも微妙な問題だったので
ある。
